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論文内容要旨

緒 函

 大脳皮質直接刺激κよる誘発電位は多くの人々によって調べられて来た,しかしながら新皮質の
 構造は非常に複雑であって,応答と構造との関係を更に詳細に認べることは困難である.一方海馬
 はAIlOCGrtexであるから錐体細胞がロ俊一の膳に密集しているという比較的簡単・な層構造1をし

 ている.従って新皮質で行った実験を海鳴で行うことは意味のある事と考えら1托る・Cragg及び
 Hla王nylinは直接刺激による海馬の誘発電位を'研究した:が量彼等の翼壁来は主に錐i体暮醐包の樹状突
 起の伝導機隙てついてであって、応答そのものの性質に就いての詳細な観察はなされなかった.以
 下述べる実験は海、驕谷届を刺激する事に匪1つて応答を分類し、その蒼々の応答の性質を調べたもの
 である,

実験方法

 ミソタール麻酔下に兎海馬宿露出した、この手術後サクシンで動物を無動化し・人工呼吸下に実
 験を行った.

 刺激電極は尖端20痛0μのGran斌戴のものである.この電極を上衣側から挿入し海馬昏
 屑を刺激した、応答は表面及び深部から単極誘導した.表面の誘導電麹ま尖端迄絶縁した銀線であ
 って,刺激電極の挿メ、点から1-2解那離れた上衣表面に融のた.濱郡電極ぽ尖端以クト絶縁された
 尖端細田μの鉄電極ごあり,表面電極の尖端紗ある場所から垂薩に海馬に子1套入した・不関電極は
 前頭洞上に置いた、オ哩図1改刺激電i=互及び誘導電極の配置疎む梅鴨の構造.を模型的に示した、
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 第エ図左図は刺激電極(S)及び誘導電極(RM)の配置な示す。右図は海
 馬構造の模型的図示.ム:alマ斜博,B:海馬錐体細胞基底樹状突起冠O
 =錐体細胞麟、⊃=包picaエdgndn毛eの層,E:盤状回のgranUユ3
 celユ嚇.数字は」二表罫の藻さを示一'γ、
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結  曄1
 ン'く

 海馬の鳳司激海馬各層を刺激し応答を上衣表面及ぴ深部(上衣下0、6瑚の深さ)から誘導した、

 上衣下0-0.05襯の深さの刺激では,裏面で1msec続く小さな陰性スパイグ、深部では2-5

 mseC続く大きな陰性スパイ〃が誘導された,0、3-0.4伽の深さではスパイクが消失し遅波の

 みとなった:.0、5z惚ではこ:の、激も消`受.0,6-1.[〕羅ワでは…菱面で15msccの三条過をもつ陀}1生『1嚢惟三

 波,深部で同様の1釜過をもつ陰性波が現わ枕ノこ.しば1しば1この遅波1て5-5n培eCのスノ野グ杉形愈立が聾した.
 以上の事実から次のろつの型の応答が分類された.(1)0-O.2灘の漂1毬刺激で津携一さ二1τるスパイ

 ク、㈹0.2-O,4羅の深さ刺激で誘発される遅波.⑭0.6-0.8聞の深さ刺激で得られるスパィグ

 様電位を重畳する遅波.

 海馬の贋記録この5つの型の応答の層分布
 一門'一『"皿一一'…一"一"一ABC

 欝欝鷹瓢屠磐 して、.留臨躍・
 ス.、イク(オ2離,A参照:巳。5.靴弓深幽幽開題謄

 赫i黝き二瀬卿}2m、。。艸さ毒,もの四・圏認麗駐
 (…塁ス.妙)力騨出動.α柵蝋の囮…隔謡麗駐
 湘〔なると2一繍ec嚇性のもの(逗竈・・1認國臨・・

 lll蕊1欝欝,明器
 更繊くなると㈱逆輪生ヒシ醐生ス'塑認麗騙認賂
 と畑・遂にtる纐激した・鵠認腸屠・
 遅波(汁2図B二〇.ヨ襯刺激)は表面で隣1圭、

 〔〕、7貿斎洋獰猛で餐、碧召3近イ云,～二}江∫ユ下・でF劉生乾芝とな
'

 つた,この波は深さ2糟でも記録μ.1来た.

 スパイク様蜀立を重:畳L、た遅波(汁2図C:
 第2図A:BCの時間表示は25夢/oeG、

 α8畷ヨi激)離調でi揚悔)鑑識7襯で位相'あものは・・⑳/爬e,電圧表示は・
 .逆転,この漂さ以』ドで陰性となった.重畳する朗㌧その他本文参考
 スパイク様電位1はG、8名耀でf歳大振巾をとり,夏[に深くなると振巾力戦虞少し,1,5ηπで位相逆転が生

 じた.

 .どτ.てf・歪..之.∫窟多暴三重」ヒ述の玉垂及む燦璽スパイクの差異を言周べ:る家為にヌ穿刺私意竃』用いて回髪むナィクノレを言τ1
 ベノこ.還スパイクは条件刺激後,数msecで同腹するが遅スパイグはそれよりも遅れて匹1復した.

 遅ス'毛イクの振巾は鼻li激賛達厩を増せば増大するが、その頂点溝隙ま一州走であった.

 更に種々な峯、建物の影響を調べた.薬'1勿の実験は凡て次の方法で行った,薬物を浸した小綿テll≧を刺

 激電極と誘導電極の闘プ)上衣表面に置いた.誘導、は鼻偏及び深部(遅スパイクが耽ゴくとなる漂さ)

 で行った.又莫1鵬tは上衣表面を双極刺激した.従ってスパイクと達波が同時に記録された.

 リンゲノレ液1にll容ン外したi%ブロカインの1彪壽熟よ次の通りであった.1塁スパイクは速スパイクが1肖

 失すると同時に消失した.両スパイクは薬物塗布後数分で消失した.リンゲ.,レ液で上衣表面を洗う
 と両ス'ミ・でグは瑳～る程度回復し表二,

 O.乙%d一ツボクラリγ水溶液はスパイクに影響を省)たえなかった,
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 遅波の観察遅波の形及び経過は新皮質のデンドライト電位に類似している.そこで他の性質に
 関して同異を調べた、

 遅波のみ誘発する深さに刺激電極を固定して表面の誘導電極を1朋ずつ刺激電極から離して行く

 と遅波の潜時がのびた.この潜時及ぴ距離から計算すると遅波は0,5以3/secの速度で伝播するよ

 うに見えた.

 遅波の回復サイクルを調べると。遅波は条件刺激後2Dnlsecでコントロールの値に回復し,

 5日msecまで更に振巾が大巻くなり,乙の増大は50Omsecも続いた、

 2%γ一アミノ酪酸の影響は表面での遮波の位相が逆転して陽性となることであった.深部の遅
 波には影響なし.リンゲルで洗うと表面の1轍は再び陰性となった.

 0.5%d一ツポクラリン塗布によっては,表面の遅波の経過がのびた.深部では数個のスパイク

 様電位が表面の陰性波に相当した時間に一致して現われた.

 遅滋に簸す登蓋ぺ孟ぞ様電位璽麺察以下の観察は凡てスパイク様電位の振巾が最大となるよ
 うな深さで行ったものである.

 刺激電圧を高くするとこの電位の振巾が増大すると同時に瓜点潜時が短くなる.

 回復サイクルの特長は条件刺激後可秒も続く通洞期であった.条件刺激に対する応答に比較して

 試験刺激に対する応答は10倍以上にもなった.

 次は遅スパイクとスパイク様電位が同じ興奮要素を分けているかを調べるために互いに干渉させ
 た.この結果2っの電位の干渉は相互に起ることが明らかになった.

考 按

 速球び釁る憾ゑぞ匹』二2y}』重、ヒ述のように速スパイクは経過葺msecであり,条件刺激後数
 msecで国側隔る.こ、れらの事実から速スパイクは神経維11良の活動を現わすのではないかという

 考えが生じる。海馬表層即ちAIveusには水平に密に神経線維力;走っている事が即られている.

 それ故に速スパイクはAIveUs中の神経線維に起源すると考えるのは自然である.速スパイクが

 表層に分布している事及び潜時の短いことも上述の考えを支持する.

 遅スパイクは海馬錐体細胞の細胞体暦に近い深さで最大振巾となる.文運スパイクの回復サイグル
 は速スパイクのそれに比較して長い.動物を窒息させると脳容積が変化する為に誘導電極及び織紋

 電極がずれるので実験が困難となるが,次の観察は遅スパイクの起源に関する解釈に役立つ.遅ス

 パイクは窒息後5分で如何なる深さに於ても見られない.この事は窒息に対して遅スパイクが敏感

 であることを示す.以上の観察から遅スパイクは主に錐体細胞の細胞体から生ずるであろうと推論
 される.

 そこで速スパイクを示す神経線維と遅スパイクを示す細胞体の関係が問題となる.ブ・カィγの

 影響の実験で速スパイグの振巾の減少が見られた.しかしながら遅波が生じる層は余り薬物の直接

 の影響がないであろう為に遅波に対する影響は現われたかった.所がこの遅波の層より更に深部

 から生じる遅スパイクは速スパイクとr緒に消失した,この事から次の事が蓄えると考えられる,

 1.!口ち運ス・{イクによって現わされる細胞体の興奮はAlveus中の神経線維が興奮した結果として

 間接的に生じたものであろう.

 次1御中経線維と細胞体はシナプスを介して連絡しているかという疑問が生じる.遅スパイクの頂

 点潜時力鰯…である事はこの両者の連絡が簡単であることを借示する.遅スパイクの短い潜時及び

 回復サ・rクルが比較的平袴“竜同じ事を暗示3hる・本実験はCAlb或はCAlc(Lorente
 一529一



 de・No"の錯∫1)で行ったと考えられる.この区分にある海馬錐体細胞はAlveusから求心線
 維を受けていない.従って我々の実験で刺激された彩鰍建は遠心性の線維であるはずである.

 即ち速スパイクはAlveusに於ける海霧錐体細胞の軸索の活動を示し、遅スパイクはこの軸索

 に始まiつた1逆創生衝撃に:よって多巻火した潅B経細胞体の活動を示・づ一と考えらナしる.

 遅波について遅波は新皮質に見られ,る所謂デソドライト電位と極めて類似の性質をもつことが

 上述の笑絵からわかる.解剖学的に遅波が醗される深さは錐体細胞の基底樹状突起叢に一致ナる.

 それ故1'G塁、波はこの基底樹状突起叢と密接に関係していると考えられる.

 遅波の回復サイクルは0.5秒も続いた.新皮質のデソドライト電位の回復サイクルは研究者によ

 ってまちまちの結果を示している.これは刺激条件によると考えられる.著者は刺激の条件を同
 一にしても新皮質の部位によって異なった回{夏サイクルを示すことを見出した.この事から構造も

 回復考トイクノレの相違に重壼要な要因となること力二わカ・つた二,長く続く遅波のヨ愚三罰莫臨ま1量孝友フ弊多f数の耕i

 経性の道を通った後に誘発されたととを示しているかも知れない.

 .る丞鷹鐙藤ついエスバイク様電位1価里スパイクと干渉する.即ち滅却がある.この尋i拡
 スパイグ様電位屯亦辛毎馬1奪飾刮陵邑の著潤胞轄:の活動を示すことを嚇している.長い話善時及。び1頁点潜
 時が変化することはスパイク様電位は多数のシナプスを介して誘発されると考えられる.

 スパイ〃様電位と類似の電位が脳弓刺激で海馬から誘発される.脳弓からの求心路は歯状回の

 Gr自nuloceUとシナプスを作…り,Delldate-ammonicpathwayを介して海馬錐体

 細胞の皿picalde且driteの縮胞1体に近い所に終るといわれる.この事から脳弓刺激と錐体

 謂胞のapicaldendr{te(ア)深さ刺激時に突貫似の電位が得られると考えられる.

総 指

 臨接電気刺激に対する応答を兎海馬の極々な深さで記録し,刺激の深さによって誘発する応答を

 5っの型に分類した.

 ゴ.オ1グ)型はロー0.2襯の深さを申激した時に得られるスパイク電位であり,これは更に2つ

 に細分さオ1、る.1つはImsecの経過をもつ速スパイクで海馬表層から生じる.他は2-5∬騰。

 のξ爺餓をもつ遅スパイクであり,上衣下0,4-0.6芳1徹η深さで最もプくきく言己録出β障る.

 2.才2の'型は口.2-0、』鱗の深さの刺激で得らlltる約20msecの経過をもつ遅波である.こ

 の波は麺で嵐生波であり,0.7ππの深さで位相逆転が見られだ,

 5.才3の型はロ.6-1.臼撒の深さの刺激で得られるスパイク様電位を伴った遅波である,こ

 の濾彼表層で陽瞳相力:優勢であり、〔〕.7鋤躍以』ドでは陰1生相が優勢となる.この波に醒するスパイ

 グ餐蒋電位二は潔ヨ〔〕.7解湿の深さで最さで最プく振r旨をとる、

 4この5つの型の電位の電気生理学的性質及び封鯉学的性質を調べた結果,次の緒論に達した、

 遮スパイクはAIveus中の神経線維に由来する.遅スパイク及びスパイク様電位は海馬錐体1“1胞

 から主に生じる.叉遅波と新皮質のデンドライト電位の類似性を指摘した.
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審査結 果要

旨
門

 颪接刺激による誘発電位は,まったく非生理的な刺激方法によって得られる、しかしながら,そ
 れは種々な電気生理学的事象特に自発扉鞍と関係が深いといわれている.そこで自発脳波と脳の層

 構造を結びつけるオー段階として,直接刺激による誘発電位を分析することは意義があると考えら

 れる.海馬1剛直は新皮質に比較して簡単である.したがって,海馬の層構造と直接刺激による海馬『

 の誘発電位の関係を調べれば,新皮質で行なうより,明確な結果が得られることが期待出来る.水

 論文はこの線に沿って書かれている

 本論文に於ては,直接刺激による応答を兎海馬の種々な深ざで記録し,刺激の深さによって誘発

 する応答を三つの型に分類している.

 すなわち,才一の型は海馬表層が刺激された時に誘発するスパイク電位であり。ごれは表1爵⊂存

 在・す'る率由翼{に文台まった渉翼蛮力{,逆向1生に海i馬錐体糸田胞体を発シk二させる結果生じる電位であるという.
 オニの型は,、抑襲樹状突起層を刺激するときに生じる遅電位で、これは基底樹状突起がシナプス

 を介して興奮した結果生じるとしている、

 ガ'三の型は、尖頭樹が蔭…起層を刺激した:時に剃昏られるスパイク様電位:であり,これは海馬錐体細

 胞がシナプスを介して順行性に発火した結果生じると述べている.

 以上伽ら,層構造と応答との関係が比較的簡単な層構造を有ナる海馬を用いることによって一層明確iに
 された、
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